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線形応答鎮域を超えた有限のバイアス電正下での非平笥輪送現象は、メゾスコピック系におけ

る興味深いテーマの一つである。量子ドット系では、ドット内の電子関相互作自に起因する近藤

鶏果が輸送現象に本質的な役割老果たすことが知られており、非平衡定常状態における近藤効果

が興味を持たれているa 理論的にはKeldysh形式の非平衡Green関数による解析的手法を用いた

研究が活発に行われている一方、メゾスコピック系の非平語状態に対する確立された数種計算手

法が存在しないことを反映して、現在までに数値的手法による研究はあまり行われていなかった口

本講演では、有限バイアス下の量子ドット系に対する数植的アフョーチとして時間依存密度行

列繰り込み群 1，2)(TdDMRG)を取り上げること?こする。計算アルゴリズムの基本について論じた

後、絶対零度での非平横定常状態をTdD斑RGによって数種的に実現し、その性質そ調べるため

の計算上の工夫について説明し、微分コンダクタンス等の性質を議論するc
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図 1::有隈のバイアス電圧 (eVjt= 1.0)を

加えてからの電読の持関変化。電読がlまぼ

一定f直を取る碍間帯が晃られるo U=Oで

はTdDMRGから得られた定常電読の績は

議密な穏と一致しているむ

国 2:撤分コンダクタンスのバイアス電圧

依存性(Ujt = 2)。ゼロ磁場ではunitari勺f
limit(2e2 jめの檀のゼロバイアスピ←クが、

有限磁場ではZeeman分裂(2h)のところに

分裂する振る舞いを再現している G
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